2003年11月11日　日本経済新聞の朝刊一面に掲載された記事の内容

病院債、年明け第1号
　病院の建て替え費用などを調達する債券（病院債）の発行が本格化する。医療機関団体の日本医療法人協会の発行基準に基づき2004年1月の第1号発行が決まったほか、すでに23の医療法人が発行を予定している。銀行融資に加え、病院債での資金調達が有力な手段になりそうだ。発行基準に沿った病院債発行は日本で初めて。

　第1号の病院債を発行するのは医療法人明正会（東京都葛飾区）。発行総額は9800万円、一口100万円で、期間7年、利率は年2％。文京区にある住宅を高齢者介護のための集合住宅に改築する資金に充てる。
特定の投資家に販売する少人数私募形式をとる。明正会は患者団体や病院に出入りする業者、病院従業員らに引き受けてもらう考えだ。さらに第２号として特定医療法人博愛会（栃木県黒磯市）が３月に1億円発行。電子カルテ導入や病院の改修資金に充てる。

これまで、発行体の信頼性が不透明なため、病院債の発行事例はほとんどなかったが、日本医療法人協会の発行基準に従えば「地域医療振興債」として、信頼性が高まり発行しやすくなる。基準は利率を新発長期国債の利回りに１％を上乗せしたものを標準とすることや、債券保有者の診療上での優遇の禁止などを明示。過去3年間の経営の健全性や事業計画の作成なども条件としている。

